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は
じ
め
に

東
郷
槙
山
城
（
福
井
県
福
井
市
安
原
町
・
小
路
町
・
栃
泉
町
）
は
、
戦
国
大
名
朝
倉
氏
の

支
城
と
し
て
築
か
れ
、
豊
臣
期
に
は
越
前
国
支
配
の
拠
点
の
一
つ
と
な
っ
た
。
城
跡
の
最
高

所
に
は
、
豊
臣
期
に
城
主
を
つ
と
め
た
長
谷
川
秀
一
を
顕
彰
す
る
石
碑
が
建
ち
、
一
般
的
に

は
長
谷
川
秀
一
の
城
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
後
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
公
園
や
道
路
の
整

備
に
伴
い
遺
構
の
一
部
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
的
な
曲
輪
配
置
は
往
時
の
様
相
を
と

ど
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
越
前
地
域
史
に
お
け
る
重
要
性
と
遺
構
の
残
存
状
況
を
踏
ま
え

て
、
当
城
跡
は
福
井
市
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
当
城
が
い
つ
誰
に
よ
っ
て
築
か
れ
、
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
か
を
示
す
確
実
な
史

料
は
な
く
、
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
は
近
世
の
地
誌
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
地
誌
の

叙
述
に
厳
密
な
史
料
批
判
を
要
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
筆
者
は
か
つ
て
、
東
大
味

館
（
福
井
市
東
大
味
町
）
の
空
間
構
造
の
復
元
を
試
み
た
際
、
地
誌
の
叙
述
の
変
化
に
着
目

し
、
明
智
光
秀
の
由
緒
が
天
台
真
盛
宗
の
布
教
の
過
程
で
後
世
に
付
与
さ
れ
た
可
能
性
を
指

摘
し
た
（
新
谷
　
二
〇
二
〇
）。
当
城
に
つ
い
て
も
、
地
誌
の
叙
述
を
相
対
化
す
る
視
座
が

求
め
ら
れ
よ
う
。

当
城
に
つ
い
て
は
、
中
心
域
に
石
垣
が
一
部
残
存
し
、
笏
谷
石
製
の
瓦
が
散
布
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
長
谷
川
氏
に
よ
っ
て
改
修
さ
れ
た
こ
と
が
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
（
岩
田
　

一
九
八
〇
・
福
井
市
　
一
九
九
〇
）。
佐
伯
哲
也
は
、
石
垣
の
残
存
箇
所
を
自
身
の
縄
張
図

に
プ
ロ
ッ
ト
し
、
改
修
の
範
囲
を
さ
ら
に
厳
密
に
想
定
し
た
（
佐
伯
　
二
〇
二
〇
・
二
〇
二

一
）。
こ
の
佐
伯
の
図
が
、
現
在
公
表
さ
れ
て
い
る
な
か
で
は
最
も
精
密
な
縄
張
図
と
い
え

る
。
一
方
、
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
博
物
館
は
一
乗
谷
と
そ
の
周
辺
の
赤
色
立
体
地

図
を
作
成
し
、
当
城
の
地
形
環
境
も
詳
細
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
石
川
美
咲
は
、

佐
伯
が
捕
捉
で
き
て
い
な
か
っ
た
遺
構
を
赤
色
立
体
地
図
か
ら
見
出
し
、
改
修
の
経
緯
に
つ

い
て
も
考
察
を
深
め
て
い
る
（
石
川
　
二
〇
二
二
）。
こ
の
最
新
の
測
量
成
果
を
縄
張
図
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
遺
構
の
分
布
を
よ
り
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

以
上
の
点
を
勘
案
し
て
、
本
稿
で
は
、
東
郷
槙
山
城
の
歴
史
と
構
造
を
再
検
討
し
、
越
前

国
内
で
当
城
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
一
で
は
、
創
建
以
来
の

歴
史
を
関
連
す
る
史
料
か
ら
紐
解
き
、
先
行
研
究
に
お
け
る
当
城
の
評
価
に
検
証
を
加
え

る
。
二
で
は
、
主
と
し
て
現
地
踏
査
に
基
づ
き
遺
構
の
分
布
を
把
握
し
、
構
築
年
代
や
改
修

の
実
態
を
探
る
。
こ
れ
ら
の
分
析
を
通
じ
て
、
当
城
の
歴
史
的
な
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る

と
と
も
に
、
近
世
以
降
の
伝
承
の
背
景
を
越
前
の
地
域
史
の
な
か
で
考
察
す
る
。

一
　
築
城
と
改
変
の
経
緯

本
章
で
は
、
東
郷
槙
山
城
に
関
す
る
基
本
的
な
史
実
を
確
認
し
、
主
に
文
献
史
学
の
立
場

か
ら
当
城
の
再
評
価
を
試
み
る
。
そ
の
際
、
次
の
二
点
に
留
意
し
た
い
。

一
つ
は
、
地
誌
の
叙
述
を
年
代
順
に
整
理
し
、
そ
の
移
り
変
わ
り
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ

る
。
一
般
的
に
、
地
誌
の
叙
述
は
編
纂
時
期
が
下
る
ほ
ど
詳
細
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
先
行
す
る
地
誌
の
叙
述
に
新
た
な
情
報
が
付
加
さ
れ
て
い
く
た
め
で
あ
る
。
越
前
地
域

の
城
郭
史
で
は
、「
越
前
国
古
城
跡
并
館
屋
鋪
蹟
」（
杉
原
・
松
原
編
　
一
九
七
一
）
が
最
も

体
系
的
な
地
誌
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
が
（
福
井
県
教
育
委
員
会
　
一
九
八
七
な
ど
）、

越
前
国
東
郷
槙
山
城
の
歴
史
と
構
造

新
　
谷
　
和
　
之
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地
誌
相
互
の
比
較
検
討
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
叙
述
の
移
り
変
わ
り
を
も
と
に
、
各

時
代
の
城
郭
に
対
す
る
認
識
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
一
定
の
史
料
批
判
が
可
能
に
な
る
も
の

と
考
え
る
。

も
う
一
つ
は
、
廃
城
後
の
城
跡
の
改
変
に
関
す
る
歴
史
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
城
跡

は
、
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
象
徴
す
る
遺
跡
と
し
て
重
要
視
さ
れ
、
城
主
や
合
戦
に

関
す
る
伝
承
を
伴
う
事
例
が
少
な
く
な
い
。
そ
こ
に
は
一
見
し
て
荒
唐
無
稽
な
語
り
も
含
ま

れ
る
が
、
虚
実
綯
い
交
ぜ
の
様
々
な
伝
承
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
自
体
が
、
城
跡
と
い
う
場
の

性
格
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
城
山
は
多
く
の
場
合
、
集
落
か
ら
そ
れ
ほ
ど

離
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
山
林
用
益
の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
歴
史
の
重

層
性
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
指
摘
し
た
（
新
谷
　
二
〇
一
九
）。

東
郷
槙
山
城
に
つ
い
て
は
、
近
代
以
降
の
公
園
整
備
等
に
伴
う
改
変
に
よ
り
、
旧
状
が
判

然
と
し
な
い
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
改
変
が
い
つ
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の

か
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
本
来
の
縄
張
を
あ
る
程
度
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
次
章
で
の
遺
構
の
分
析
に
も
援
用
で
き
る
だ
ろ
う
。

１
　
戦
国
・
織
豊
期
の
東
郷

朝
倉
氏
と
東
郷
地
域
と
の
関
わ
り
は
、
一
四
世
紀
に
は
既
に
み
ら
れ
る
。
松
原
信
之
に
よ

る
と
、
朝
倉
高
景
は
貞
治
五
年
（
一
三
六
六
）
に
東
郷
荘
の
地
頭
職
を
獲
得
し
た
。
そ
の

後
、
朝
倉
氏
景
の
子
正
景
が
東
郷
荘
に
土
着
し
、
東
郷
と
称
す
る
。
東
郷
の
朝
倉
一
族
は
、

一
条
家
領
東
郷
荘
の
代
官
を
つ
と
め
た
（「
桃
花
蕊
葉
」『
続
群
書
類
集
』
四
七
一
）。
だ
が
、

応
仁
・
文
明
の
乱
（
一
四
六
七
〜
七
七
年
）
以
降
、
朝
倉
孝
景
の
押
領
が
深
刻
化
し
、
東
郷

は
朝
倉
氏
の
実
質
的
な
支
配
下
に
置
か
れ
た
（
松
原
　
二
〇
〇
八
）。

東
郷
槙
山
城
の
創
建
時
期
や
城
主
を
示
す
史
料
は
確
認
で
き
な
い
が
、
上
述
の
経
緯
を
踏

ま
え
る
と
、
朝
倉
方
の
城
と
し
て
築
か
れ
た
可
能
性
は
高
い
と
い
え
よ
う
。

東
郷
槙
山
城
の
存
在
が
再
び
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
は
、
豊
臣
期
の
こ
と
で
あ
る
。

天
正
一
三
年
（
一
五
八
五
）
閏
八
月
、
羽
柴
秀
吉
は
、
畿
内
の
中
枢
部
を
自
身
や
一
門
が
掌

握
し
、
直
臣
と
服
属
大
名
を
同
心
円
状
に
配
置
す
る
形
で
大
規
模
な
国
替
を
実
施
し
た
。
そ

こ
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
豊
臣
大
名
が
国
替
を
強
制
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
替
に
伴
う
百
姓
の

移
動
が
禁
止
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
近
世
的
知
行
制
の
導
入
に
よ
り
、
畿
内
を
中
心
と
す
る
集

権
国
家
が
誕
生
し
た
と
藤
田
達
生
は
評
価
し
て
い
る
（
藤
田
　
二
〇
二
一
）。

こ
の
時
、
若
狭
へ
転
封
さ
れ
た
丹
羽
長
重
に
代
わ
っ
て
堀
秀
政
が
北
庄
城
（
福
井
市
）
に

入
部
し
た
。
同
時
に
、
長
谷
川
秀
一
が
東
郷
、
木
村
常
陸
介
が
府
中
（
越
前
市
）
に
入
り
、

堀
と
と
も
に
越
前
を
分
有
し
た
。
長
谷
川
の
所
領
に
つ
い
て
、
藤
井
譲
治
は
足
羽
郡
・
今
立

郡
・
大
野
郡
に
広
が
っ
て
い
た
と
推
定
す
る
（
藤
井
　
一
九
九
四
）。
松
原
信
之
は
、
堀
秀

政
の
所
領
域
を
勘
案
し
た
上
で
、
足
羽
川
南
側
の
足
羽
郡
と
日
野
側
東
側
か
ら
今
北
東
郡
一

帯
に
所
領
を
想
定
し
、
具
体
的
な
範
囲
を
地
図
上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
（
松
原
　
二
〇
一
二
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
東
郷
槙
山
城
は
想
定
さ
れ
る
長
谷
川
領
内
で
は
北
寄
り
に
位
置
し
、
北

庄
城
と
も
一
〇
キ
ロ
ほ
ど
し
か
離
れ
て
い
な
い
。
北
庄
と
府
中
が
前
代
の
政
治
拠
点
を
踏
襲

し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
東
郷
は
郡
レ
ベ
ル
の
政
庁
と
し
て
は
実
質
的
に
新
規
の
取
り
立
て

で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
領
内
の
中
央
に
居
城
を
置
か
な
か
っ
た
の
は
、
東
郷
が
経

済
的
に
卓
越
し
た
位
置
に
あ
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。
小
島
道
裕
は
、
戦
国
期
に
東
郷
が
美
濃
街

道
と
越
前
街
道
の
交
差
す
る
交
通
の
要
衝
に
あ
り
、
市
場
が
開
か
れ
た
と
推
定
し
て
い
る

（
小
島
　
二
〇
〇
五
）。
石
川
美
咲
は
、
こ
の
小
島
の
指
摘
を
受
け
、
東
郷
が
一
乗
谷
や
三
国

湊
と
並
ぶ
町
場
で
あ
る
と
織
田
信
長
と
そ
の
家
臣
ら
に
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
て

い
る
（
石
川
　
二
〇
二
二
）。

長
谷
川
秀
一
は
天
正
二
〇
年
六
月
に
朝
鮮
へ
渡
海
し
、
石
田
三
成
ら
奉
行
衆
を
軍
事
的
に

補
強
す
る
役
割
を
果
た
し
た
（
谷
　
二
〇
二
二
）。
文
禄
二
年
五
月
、
秀
一
は
渡
海
先
の
朝

鮮
で
亡
く
な
る
（
永
昌
寺
位
牌
）。
秀
一
の
息
子
が
成
人
す
る
ま
で
は
秀
一
の
父
嘉
竹
が
代
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山
の
跡
あ
り
　
西
に
養
父
可
竹
屋
鋪
跡
あ
り
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
長
谷
川
秀
一
の
居
城

と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
可
竹
」
は
秀
一
の
父
嘉
竹
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

屋
敷
跡
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。

享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
の
「
越
前
国
古
城
跡
并
館
屋
鋪
蹟
」（
杉
原
・
松
原
編
　
一
九

七
一
）
で
は
、
さ
ら
に
記
述
が
詳
細
に
な
る
。
や
は
り
長
谷
川
秀
一
の
城
と
し
た
上
で
、

「
城
台
」（
東
西
二
二
間
・
南
北
一
九
間
ば
か
り
）、「
二
之
丸
」（
七
間
四
方
ば
か
り
）、「
千

畳
敷
跡
」（
東
西
二
八
間
・
南
北
二
〇
間
ば
か
り
）、「
屋
形
跡
」（
東
西
二
一
間
・
南
北
九
間

ば
か
り
）
と
曲
輪
の
名
称
や
規
模
を
具
体
的
に
記
し
て
い
る
。「
城
台
」
と
「
二
之
丸
」
の

間
に
は
「
石
階
」（
石
段
か
）
が
あ
る
と
し
、
具
体
的
な
施
設
の
存
在
に
も
言
及
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
、
同
書
が
現
地
の
踏
査
に
基
づ
い
て
叙
述
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。「
越
前

国
名
勝
誌
」
な
ど
後
年
の
地
誌
も
、
こ
の
叙
述
を
概
ね
踏
襲
し
て
い
る
。

寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
の
「
越
藩
拾
遺
録
」（
杉
原
・
松
原
編
　
一
九
七
一
）
は
、
前

出
の
「
城
台
」
を
本
丸
と
す
る
が
、
他
の
曲
輪
名
や
曲
輪
の
規
模
は
「
越
前
国
古
城
跡
并
館

屋
鋪
蹟
」
と
同
じ
で
あ
る
。
土
居
（
土
塁
）
や
堀
切
へ
の
言
及
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
指
摘
と

し
て
注
目
さ
れ
る
。

本
書
で
特
筆
す
べ
き
な
の
は
、
城
名
を
「
東
郷
牧
之
山
城
」
と
す
る
点
で
あ
る
。
先
行
す

る
地
誌
類
は
城
山
や
秀
一
の
城
と
す
る
の
み
で
、
具
体
的
な
城
名
を
記
載
し
て
い
な
か
っ

た
。
周
知
の
「
東
郷
槙
山
城
」
の
呼
称
は
、
本
書
に
ル
ー
ツ
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
般
に
知
ら
れ
る
槙
山
の
名
か
ら
は
、
槙
が
多
く
生
え
て
い
る
山
を
連
想
し
が
ち
だ
が
、
牧

（
放
牧
地
）
が
語
源
だ
と
す
る
と
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
当
た
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

本
書
は
従
来
の
地
誌
類
に
比
べ
て
、
歴
史
の
叙
述
が
詳
細
で
あ
る
。「
朝
倉
家
の
家
臣

代
々
住
し
、
天
正
十
三
年
長
谷
川
藤
五
郎
秀
一
城
郭
修
造
し
、
子
息
弥
柄
介
ま
で
在
城
な

り
。
寛
永
年
中
破
却
せ
ら
る
」
と
あ
り
、
朝
倉
氏
段
階
の
叙
述
が
み
ら
れ
る
点
は
注
目
さ
れ

る
。「
弥
柄
介
」
は
、
秀
一
の
跡
目
を
継
い
だ
秀
康
で
あ
り
、
長
谷
川
家
の
家
督
継
承
に
も

理
を
つ
と
め
る
案
が
浮
上
す
る
が
、
結
局
は
秀
一
の
弟
「
ヤ
カ
ラ
ノ
助
」（
権
助
秀
康
）
が

跡
目
を
継
ぐ
こ
と
と
な
る
（
谷
　
二
〇
一
七
）。
秀
康
は
家
督
相
続
に
伴
い
侍
従
に
任
官
さ

れ
、「
東
郷
侍
従
」
と
呼
ば
れ
た
。
秀
康
は
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
二
月
に
亡
く
な
る
が
、

長
谷
川
氏
の
領
地
は
そ
の
後
も
維
持
さ
れ
た
（
黒
田
　
二
〇
一
六
）。
谷
徹
也
は
、
黒
田
基

樹
が
出
自
不
明
と
し
た
秀
弘
（
羽
柴
長
吉
）
を
秀
一
の
息
子
に
比
定
し
、
秀
康
の
死
の
前
日

に
秀
弘
が
侍
従
に
任
官
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
谷
　
二
〇
一
七
）。

東
郷
の
領
主
は
、
長
谷
川
氏
か
ら
丹
羽
長
正
へ
と
交
代
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
丹
羽
長
正

は
慶
長
五
年
の
関
ヶ
原
の
戦
い
で
西
軍
に
つ
き
、
改
易
と
な
っ
た
。「
廃
絶
録
」
上
（『
改
定

史
籍
集
覧
』
十
一
）
は
、
長
正
の
所
領
を
越
前
藤
枝
五
万
石
と
し
て
い
る
。
藤
井
譲
治
は
、

長
正
が
藤
枝
か
ら
東
郷
に
転
封
さ
れ
た
と
指
摘
し
（
藤
井
　
一
九
九
四
）、
以
後
の
研
究
で

も
こ
の
見
解
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
（
石
川
　
二
〇
二
二
な
ど
）。
だ
が
、
前
述
し
た
長
谷
川

氏
の
家
督
継
承
の
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
、
東
郷
と
藤
枝
は
別
物
で
、
長
谷
川
が
東
郷
を
継
承

し
続
け
た
と
み
る
余
地
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
同
年
末
、
結
城
秀
康
が
越
前
国
六
八
万

石
を
拝
領
し
、
東
郷
領
は
解
体
さ
れ
、
東
郷
槙
山
城
も
そ
の
役
割
を
終
え
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

廃
城
後
、
東
郷
に
は
福
井
藩
の
御
立
山
（
直
轄
林
）
が
設
定
さ
れ
、
藩
主
ら
が
松
茸
狩
り

な
ど
に
赴
い
た
。
東
郷
御
立
山
は
、
管
理
の
一
端
を
担
う
「
守
り
村
」
の
分
布
か
ら
、
概
ね

一
乗
谷
の
西
向
い
の
山
々
に
比
定
で
き
る
（
新
谷
　
二
〇
一
九
）。
当
城
跡
も
、
御
立
山
に

含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
た
め
、
近
世
に
は
山
内
で
の
用
益
は
一
定
程
度
規
制

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

２
　
地
誌
の
叙
述
の
移
り
変
わ
り

東
郷
槙
山
城
の
記
載
は
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
の
「
越
前
地
理
指
南
」（
杉
原
・
松

原
編
　
一
九
七
一
）
に
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
東
郷
町
の
項
に
「
南
に
長
谷
川
藤（

秀

一

）

五
郎
城
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山
の
跡
あ
り
　
西
に
養
父
可
竹
屋
鋪
跡
あ
り
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
長
谷
川
秀
一
の
居
城

と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
可
竹
」
は
秀
一
の
父
嘉
竹
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

屋
敷
跡
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。

享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
の
「
越
前
国
古
城
跡
并
館
屋
鋪
蹟
」（
杉
原
・
松
原
編
　
一
九

七
一
）
で
は
、
さ
ら
に
記
述
が
詳
細
に
な
る
。
や
は
り
長
谷
川
秀
一
の
城
と
し
た
上
で
、

「
城
台
」（
東
西
二
二
間
・
南
北
一
九
間
ば
か
り
）、「
二
之
丸
」（
七
間
四
方
ば
か
り
）、「
千

畳
敷
跡
」（
東
西
二
八
間
・
南
北
二
〇
間
ば
か
り
）、「
屋
形
跡
」（
東
西
二
一
間
・
南
北
九
間

ば
か
り
）
と
曲
輪
の
名
称
や
規
模
を
具
体
的
に
記
し
て
い
る
。「
城
台
」
と
「
二
之
丸
」
の

間
に
は
「
石
階
」（
石
段
か
）
が
あ
る
と
し
、
具
体
的
な
施
設
の
存
在
に
も
言
及
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
、
同
書
が
現
地
の
踏
査
に
基
づ
い
て
叙
述
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。「
越
前

国
名
勝
誌
」
な
ど
後
年
の
地
誌
も
、
こ
の
叙
述
を
概
ね
踏
襲
し
て
い
る
。

寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
の
「
越
藩
拾
遺
録
」（
杉
原
・
松
原
編
　
一
九
七
一
）
は
、
前

出
の
「
城
台
」
を
本
丸
と
す
る
が
、
他
の
曲
輪
名
や
曲
輪
の
規
模
は
「
越
前
国
古
城
跡
并
館

屋
鋪
蹟
」
と
同
じ
で
あ
る
。
土
居
（
土
塁
）
や
堀
切
へ
の
言
及
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
指
摘
と

し
て
注
目
さ
れ
る
。

本
書
で
特
筆
す
べ
き
な
の
は
、
城
名
を
「
東
郷
牧
之
山
城
」
と
す
る
点
で
あ
る
。
先
行
す

る
地
誌
類
は
城
山
や
秀
一
の
城
と
す
る
の
み
で
、
具
体
的
な
城
名
を
記
載
し
て
い
な
か
っ

た
。
周
知
の
「
東
郷
槙
山
城
」
の
呼
称
は
、
本
書
に
ル
ー
ツ
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
般
に
知
ら
れ
る
槙
山
の
名
か
ら
は
、
槙
が
多
く
生
え
て
い
る
山
を
連
想
し
が
ち
だ
が
、
牧

（
放
牧
地
）
が
語
源
だ
と
す
る
と
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
当
た
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

本
書
は
従
来
の
地
誌
類
に
比
べ
て
、
歴
史
の
叙
述
が
詳
細
で
あ
る
。「
朝
倉
家
の
家
臣

代
々
住
し
、
天
正
十
三
年
長
谷
川
藤
五
郎
秀
一
城
郭
修
造
し
、
子
息
弥
柄
介
ま
で
在
城
な

り
。
寛
永
年
中
破
却
せ
ら
る
」
と
あ
り
、
朝
倉
氏
段
階
の
叙
述
が
み
ら
れ
る
点
は
注
目
さ
れ

る
。「
弥
柄
介
」
は
、
秀
一
の
跡
目
を
継
い
だ
秀
康
で
あ
り
、
長
谷
川
家
の
家
督
継
承
に
も

理
を
つ
と
め
る
案
が
浮
上
す
る
が
、
結
局
は
秀
一
の
弟
「
ヤ
カ
ラ
ノ
助
」（
権
助
秀
康
）
が

跡
目
を
継
ぐ
こ
と
と
な
る
（
谷
　
二
〇
一
七
）。
秀
康
は
家
督
相
続
に
伴
い
侍
従
に
任
官
さ

れ
、「
東
郷
侍
従
」
と
呼
ば
れ
た
。
秀
康
は
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
二
月
に
亡
く
な
る
が
、

長
谷
川
氏
の
領
地
は
そ
の
後
も
維
持
さ
れ
た
（
黒
田
　
二
〇
一
六
）。
谷
徹
也
は
、
黒
田
基

樹
が
出
自
不
明
と
し
た
秀
弘
（
羽
柴
長
吉
）
を
秀
一
の
息
子
に
比
定
し
、
秀
康
の
死
の
前
日

に
秀
弘
が
侍
従
に
任
官
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
谷
　
二
〇
一
七
）。

東
郷
の
領
主
は
、
長
谷
川
氏
か
ら
丹
羽
長
正
へ
と
交
代
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
丹
羽
長
正

は
慶
長
五
年
の
関
ヶ
原
の
戦
い
で
西
軍
に
つ
き
、
改
易
と
な
っ
た
。「
廃
絶
録
」
上
（『
改
定

史
籍
集
覧
』
十
一
）
は
、
長
正
の
所
領
を
越
前
藤
枝
五
万
石
と
し
て
い
る
。
藤
井
譲
治
は
、

長
正
が
藤
枝
か
ら
東
郷
に
転
封
さ
れ
た
と
指
摘
し
（
藤
井
　
一
九
九
四
）、
以
後
の
研
究
で

も
こ
の
見
解
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
（
石
川
　
二
〇
二
二
な
ど
）。
だ
が
、
前
述
し
た
長
谷
川

氏
の
家
督
継
承
の
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
、
東
郷
と
藤
枝
は
別
物
で
、
長
谷
川
が
東
郷
を
継
承

し
続
け
た
と
み
る
余
地
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
同
年
末
、
結
城
秀
康
が
越
前
国
六
八
万

石
を
拝
領
し
、
東
郷
領
は
解
体
さ
れ
、
東
郷
槙
山
城
も
そ
の
役
割
を
終
え
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

廃
城
後
、
東
郷
に
は
福
井
藩
の
御
立
山
（
直
轄
林
）
が
設
定
さ
れ
、
藩
主
ら
が
松
茸
狩
り

な
ど
に
赴
い
た
。
東
郷
御
立
山
は
、
管
理
の
一
端
を
担
う
「
守
り
村
」
の
分
布
か
ら
、
概
ね

一
乗
谷
の
西
向
い
の
山
々
に
比
定
で
き
る
（
新
谷
　
二
〇
一
九
）。
当
城
跡
も
、
御
立
山
に

含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
た
め
、
近
世
に
は
山
内
で
の
用
益
は
一
定
程
度
規
制

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

２
　
地
誌
の
叙
述
の
移
り
変
わ
り

東
郷
槙
山
城
の
記
載
は
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
の
「
越
前
地
理
指
南
」（
杉
原
・
松

原
編
　
一
九
七
一
）
に
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
東
郷
町
の
項
に
「
南
に
長
谷
川
藤（

秀

一

）

五
郎
城
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一
九
九
〇
）、
郡
誌
の
誤
謬
が
郷
土
史
の
分
野
で
定
着
し
て
い
っ
た
。
秀
一
死
後
の
家
督
継

承
に
本
格
的
な
メ
ス
が
入
る
の
は
、
藤
井
譲
治
の
研
究
（
藤
井
　
一
九
九
四
）
以
降
の
こ
と

で
あ
る
。

３
　
大
正
期
に
お
け
る
石
碑
の
造
立

東
郷
槙
山
城
跡
の
中
枢
部
は
、
公
園
等
の
整
備
に
よ
り
改
変
を
受
け
て
い
る
。
こ
う
し
た

開
発
の
端
緒
と
な
っ
た
の
が
、
石
碑
の
造
立
で
あ
る
。
現
在
、
城
の
主
郭
跡
に
は
長
谷
川
秀

一
の
顕
彰
碑
（
写
真
１
）
と
忠
魂
碑
（
写
真
２
）
が
建
っ
て
い
る
。
秀
一
の
碑
は
大
正
三
年

（
一
九
一
四
）
年
、
忠
魂
碑
は
大
正
二
年
一
〇
月
に
そ
れ
ぞ
れ
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
揮
毫
か

ら
わ
か
る
。

当
城
跡
に
忠
魂
碑
を
建
立
し
た
の
は
、
東
郷
の
在
郷
軍
人
会
で
あ
る
。
郡
誌
に
よ
る
と
、

東
郷
の
在
郷
軍
人
会
は
、
日
露
戦
争
を
契
機
と
し
て
当
時
の
渡
辺
村
長
に
よ
り
組
織
さ
れ
、

明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
一
〇
月
六
日
に
東
郷
小
学
校
で
発
会
式
が
開
か
れ
た
。
明
治
四

四
年
五
月
五
日
に
は
、
帝
国
在
郷
軍
人
会
東
郷
村
分
会
と
改
称
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
正

三
年
三
月
に
は
東
郷

槙
山
城
跡
に
戦
病
死

者
の
忠
魂
碑
を
建
て

て
英
霊
を
祀
っ
た
と

あ
る
。
揮
毫
の
年
月

と
の
ズ
レ
は
、
石
碑

の
造
営
と
設
置
の
タ

イ
ム
ラ
グ
で
あ
ろ
う

か
。秀

一
の
碑
が
設
置

言
及
し
て
い
る
。
恐
ら
く
、
編
者
は
長
谷
川
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
永
昌
寺
の
位
牌
や
過
去
帳

な
ど
の
情
報
を
把
握
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
に
足
羽
郡
教
育
会
が
発
行
し
た
『
福
井
県
足
羽
郡
誌
　
後

編
』（
郡
誌
）
は
、「
越
藩
拾
遺
録
」
を
ベ
ー
ス
に
し
つ
つ
、
さ
ら
に
詳
細
な
情
報
を
加
え
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
朝
倉
氏
は
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）、
一
乗
谷
に
本
城
を
築
き
、

西
部
の
連
峰
に
支
砦
を
設
け
、
東
郷
槙
山
城
と
し
た
。
そ
の
後
、
鳥
居
景
近
・
虎
牧
路
次
な

ど
が
相
次
い
で
当
地
に
居
住
し
た
と
す
る
。
朝
倉
段
階
の
叙
述
は
「
越
藩
拾
遺
録
」
に
も

あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
一
乗
谷
城
の
支
城
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
と
も

に
、
在
城
し
た
家
臣
の
名
前
も
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
乗
谷
の
朝
倉
氏
の
城
は
一
五

世
紀
前
半
に
は
既
に
み
ら
れ
る
こ
と
が
、
そ
の
後
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
松
原
　

一
九
七
八
）。
な
お
、
東
郷
五
ヶ
（
ヤ
シ
原
・
東
郷
・
小
路
・
札
町
・
福
田
）
は
朝
倉
氏
の

時
期
に
は
市
街
地
化
し
て
い
た
と
し
て
お
り
、
城
下
へ
の
言
及
が
あ
る
点
で
地
域
史
の
分
析

が
深
化
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。

豊
臣
期
に
関
し
て
は
、
羽
柴
秀
吉
が
天
正
一
二
年
八
月
、
長
谷
川
秀
一
に
当
地
を
与
え
た

こ
と
、
秀
一
が
朝
鮮
出
兵
時
に
病
没
し
、
丹
羽
長
正
が
東
郷
に
入
部
し
た
こ
と
、
長
正
が

関
ヶ
原
の
戦
い
で
西
軍
に
与
し
て
改
易
さ
れ
、
槙
山
城
も
廃
城
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
だ
が
、
秀
一
が
東
郷
を
拝
領
し
た
の
は
天
正
一
三
年
閏
八
月
で
あ
る
。
ま
た
、
秀
一

の
死
後
に
弥
柄
介
が
家
督
を
継
い
だ
こ
と
が
「
越
藩
拾
遺
録
」
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、

本
書
で
は
看
過
さ
れ
て
い
る
。
長
谷
川
氏
の
歴
史
が
遠
い
過
去
の
も
の
と
な
り
、
込
み
入
っ

た
家
督
継
承
の
経
緯
が
理
解
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
の
城
郭
研
究
で
は
、
む
し
ろ
こ
の
郡
誌
の
叙
述
が
踏
襲
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
た
と
え
ば
、『
日
本
城
郭
大
系
　
第
一
一
巻
』（
大
系
）
は
、
秀
一
の
東
郷
入
封
を
天
正

一
二
年
と
し
、
秀
一
没
後
に
東
郷
は
丹
羽
氏
の
所
領
に
戻
っ
た
と
し
て
い
る
（
岩
田
　
一
九

八
〇
）。『
福
井
市
史
　
資
料
編
１
』
は
ほ
ぼ
体
系
の
叙
述
の
引
き
写
し
で
あ
り
（
福
井
市
　

写真１　長谷川秀一の顕彰碑

 ― 177 ― 

越前国東郷槙山城の歴史と構造

二
〇
〇
四
）。

こ
の
よ
う
に
、
足
羽
山
公
園
の
整
備
は
、
単
な
る
遊
興
の
場
の
創
出
に
と
ど
ま
ら
ず
、
政

治
色
を
強
く
帯
び
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
日
露
戦
争
後
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
と

呼
応
し
て
お
り
、
東
郷
で
の
記
念
碑
の
整
備
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
特
に
、
足
羽
山
で

の
車
道
の
整
備
が
、
忠
魂
碑
や
秀
一
碑
の
設
置
の
前
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
郷
の
人
々
が

足
羽
山
で
の
事
業
に
感
化
さ
れ
て
石
碑
の
造
立
に
踏
み
切
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
な

お
、
足
羽
郡
の
在
郷
軍
人
会
は
明
治
三
二
年
二
月
に
発
足
し
て
い
る
が
、
発
会
式
が
行
わ
れ

た
の
は
足
羽
山
で
あ
る
（
郡
誌
）。
石
碑
を
設
置
し
た
東
郷
の
在
郷
軍
人
会
も
、
足
羽
山
を

象
徴
的
な
場
と
捉
え
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
公
園
整
備
は
、
城
郭
遺
構
の
破
壊
を
少
な
か
ら
ず
伴
う
も
の
だ
っ
た
と
み
ら
れ

る
。
秀
一
碑
の
基
礎
部
分
は
石
で
固
め
ら
れ
て
お
り
、
破
砕
さ
れ
た
笏
谷
石
製
の
石
仏
も
み

ら
れ
る
（
写
真
３
）。
大
正
期
に
石

仏
を
基
礎
石
と
し
て
わ
ざ
わ
ざ
も
っ

て
く
る
と
は
考
え
に
く
い
た
め
、
も

と
も
と
城
跡
に
あ
っ
た
も
の
を
転
用

し
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
石
仏
の
破

砕
は
当
時
の
価
値
観
に
は
そ
ぐ
わ

ず
、
石
碑
の
設
置
前
で
あ
る
こ
と
は

確
実
で
あ
る
。
破
砕
さ
れ
た
石
仏
が

城
跡
に
あ
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
、

石
垣
石
材
へ
の
転
用
が
考
え
ら
れ

る
。
石
仏
な
ど
の
い
び
つ
な
形
状
の

も
の
は
、
築
石
に
は
あ
ま
り
適
さ
な

い
が
、
裏
込
め
石
と
し
て
用
い
ら
れ

さ
れ
た
経
緯
は
は
っ

き
り
し
な
い
が
、
忠

魂
碑
と
一
連
の
整
備

で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
城
跡
や
古

戦
場
が
郷
土
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
親
し
ま

れ
、
戦
間
期
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高

揚
に
伴
い
、
記
念
碑

や
植
栽
の
整
備
が
施
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
（
高
木
　
一
九
九
九
・
羽

賀
　
一
九
九
八
な
ど
）。
東
郷
に
お
い
て
も
、
戦
没
者
の
追
悼
と
い
う
現
実
社
会
の
問
題
と

並
行
し
て
歴
史
の
顕
彰
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
、
興
味
深
い
。

こ
の
大
正
期
の
城
跡
整
備
に
先
立
っ
て
、
足
羽
山
公
園
（
福
井
市
）
の
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
足
羽
山
は
福
井
市
街
の
南
西
に
位
置
し
、
近
世
に
は
福
井
城

下
の
寺
町
が
周
囲
に
設
定
さ
れ
、
愛
宕
山
の
名
で
親
し
ま
れ
た
。
明
治
期
に
入
る
と
招
魂
社

や
藤
島
神
社
が
建
立
さ
れ
、
越
前
出
身
の
継
体
天
皇
像
や
様
々
な
記
念
碑
が
建
ち
、
郷
土
の

精
神
的
統
合
や
帝
国
の
祝
祭
の
舞
台
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
（
市
川
　
一
九
九
九
）。

明
治
四
二
年
、
皇
太
子
の
北
陸
巡
幸
に
合
わ
せ
て
公
園
の
整
備
が
行
わ
れ
、
現
在
の
公
園
の

原
型
が
つ
く
ら
れ
た
。
設
計
を
つ
と
め
た
長
岡
安
平
は
東
京
都
の
技
官
で
、
全
国
の
城
跡
等

の
公
園
整
備
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
野
中
　
二
〇
一
五
な
ど
）。
そ
の
後
、

公
園
利
用
の
活
性
化
に
向
け
て
、
車
道
の
開
削
が
議
会
で
議
論
さ
れ
た
。
大
正
二
年
四
月
か

ら
九
月
に
か
け
て
、
孝
顕
寺
谷
側
か
ら
の
車
道
の
工
事
が
行
わ
れ
た
。
昭
和
八
年
（
一
九
三

三
）
に
も
陸
軍
の
大
演
習
を
挙
行
す
る
た
め
、
車
道
の
拡
幅
が
な
さ
れ
て
い
る
（
福
井
市
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）。

こ
の
よ
う
に
、
足
羽
山
公
園
の
整
備
は
、
単
な
る
遊
興
の
場
の
創
出
に
と
ど
ま
ら
ず
、
政

治
色
を
強
く
帯
び
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
日
露
戦
争
後
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
と

呼
応
し
て
お
り
、
東
郷
で
の
記
念
碑
の
整
備
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
特
に
、
足
羽
山
で

の
車
道
の
整
備
が
、
忠
魂
碑
や
秀
一
碑
の
設
置
の
前
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
郷
の
人
々
が

足
羽
山
で
の
事
業
に
感
化
さ
れ
て
石
碑
の
造
立
に
踏
み
切
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
な

お
、
足
羽
郡
の
在
郷
軍
人
会
は
明
治
三
二
年
二
月
に
発
足
し
て
い
る
が
、
発
会
式
が
行
わ
れ

た
の
は
足
羽
山
で
あ
る
（
郡
誌
）。
石
碑
を
設
置
し
た
東
郷
の
在
郷
軍
人
会
も
、
足
羽
山
を

象
徴
的
な
場
と
捉
え
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
公
園
整
備
は
、
城
郭
遺
構
の
破
壊
を
少
な
か
ら
ず
伴
う
も
の
だ
っ
た
と
み
ら
れ

る
。
秀
一
碑
の
基
礎
部
分
は
石
で
固
め
ら
れ
て
お
り
、
破
砕
さ
れ
た
笏
谷
石
製
の
石
仏
も
み

ら
れ
る
（
写
真
３
）。
大
正
期
に
石

仏
を
基
礎
石
と
し
て
わ
ざ
わ
ざ
も
っ

て
く
る
と
は
考
え
に
く
い
た
め
、
も

と
も
と
城
跡
に
あ
っ
た
も
の
を
転
用

し
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
石
仏
の
破

砕
は
当
時
の
価
値
観
に
は
そ
ぐ
わ

ず
、
石
碑
の
設
置
前
で
あ
る
こ
と
は

確
実
で
あ
る
。
破
砕
さ
れ
た
石
仏
が

城
跡
に
あ
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
、

石
垣
石
材
へ
の
転
用
が
考
え
ら
れ

る
。
石
仏
な
ど
の
い
び
つ
な
形
状
の

も
の
は
、
築
石
に
は
あ
ま
り
適
さ
な

い
が
、
裏
込
め
石
と
し
て
用
い
ら
れ

さ
れ
た
経
緯
は
は
っ

き
り
し
な
い
が
、
忠

魂
碑
と
一
連
の
整
備

で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
城
跡
や
古

戦
場
が
郷
土
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
親
し
ま

れ
、
戦
間
期
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高

揚
に
伴
い
、
記
念
碑

や
植
栽
の
整
備
が
施
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
（
高
木
　
一
九
九
九
・
羽

賀
　
一
九
九
八
な
ど
）。
東
郷
に
お
い
て
も
、
戦
没
者
の
追
悼
と
い
う
現
実
社
会
の
問
題
と

並
行
し
て
歴
史
の
顕
彰
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
、
興
味
深
い
。

こ
の
大
正
期
の
城
跡
整
備
に
先
立
っ
て
、
足
羽
山
公
園
（
福
井
市
）
の
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
足
羽
山
は
福
井
市
街
の
南
西
に
位
置
し
、
近
世
に
は
福
井
城

下
の
寺
町
が
周
囲
に
設
定
さ
れ
、
愛
宕
山
の
名
で
親
し
ま
れ
た
。
明
治
期
に
入
る
と
招
魂
社

や
藤
島
神
社
が
建
立
さ
れ
、
越
前
出
身
の
継
体
天
皇
像
や
様
々
な
記
念
碑
が
建
ち
、
郷
土
の

精
神
的
統
合
や
帝
国
の
祝
祭
の
舞
台
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
（
市
川
　
一
九
九
九
）。

明
治
四
二
年
、
皇
太
子
の
北
陸
巡
幸
に
合
わ
せ
て
公
園
の
整
備
が
行
わ
れ
、
現
在
の
公
園
の

原
型
が
つ
く
ら
れ
た
。
設
計
を
つ
と
め
た
長
岡
安
平
は
東
京
都
の
技
官
で
、
全
国
の
城
跡
等

の
公
園
整
備
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
野
中
　
二
〇
一
五
な
ど
）。
そ
の
後
、

公
園
利
用
の
活
性
化
に
向
け
て
、
車
道
の
開
削
が
議
会
で
議
論
さ
れ
た
。
大
正
二
年
四
月
か

ら
九
月
に
か
け
て
、
孝
顕
寺
谷
側
か
ら
の
車
道
の
工
事
が
行
わ
れ
た
。
昭
和
八
年
（
一
九
三

三
）
に
も
陸
軍
の
大
演
習
を
挙
行
す
る
た
め
、
車
道
の
拡
幅
が
な
さ
れ
て
い
る
（
福
井
市
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る
ケ
ー
ス
は
、
東
郷
槙
山
城
と
同
時
期
の
城
郭
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
（
北
野
　
二
〇
二
二

な
ど
）。
廃
城
時
の
破
却
（
破
城
）
に
加
え
て
、
近
代
以
降
の
公
園
整
備
も
遺
構
改
変
の
要

因
と
し
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
石
碑
の
存
在
は
、
城
主
が
長
谷
川
秀
一
で
あ
る
こ
と
を
後
代
に
至
る
ま
で
強
く

印
象
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
秀
一
の
入
部
以
前
に
は
朝
倉
氏
の
支
城
と
し
て
の
歴
史
が
あ

り
、
秀
一
死
後
の
家
督
継
承
に
つ
い
て
も
近
世
の
地
誌
な
ど
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
石
碑
の

造
立
は
、
こ
う
し
た
長
い
歴
史
の
な
か
で
秀
一
の
実
績
の
み
を
切
り
出
す
行
為
と
い
え
よ

う
。
近
代
に
お
け
る
藩
祖
顕
彰
を
念
頭
に
置
け
ば
（
高
木
　
一
九
九
九
な
ど
）、
実
名
と
実

績
が
明
ら
か
な
秀
一
以
外
は
汲
み
取
る
べ
き
歴
史
と
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
な
歴
史
の
取
捨
選
択
が
、
近
代
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
の
な
か
で
行
わ
れ
た
こ
と

は
先
述
し
た
。
だ
が
、
現
代
に
お
い
て
も
観
光
利
活
用
の
文
脈
で
同
様
の
現
象
が
起
き
が
ち

で
あ
る
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

二
　
各
曲
輪
の
現
状
と
評
価

本
章
で
は
、
東
郷
槙
山
城
の
構
造
を
縄
張
研
究
の
手
法
を
も
と
に
把
握
し
、
曲
輪
や
防
御

施
設
の
特
徴
や
配
置
の
意
図
な
ど
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
。

１
　
東
郷
槙
山
城
の
立
地

東
郷
槙
山
城
は
、
一
乗
谷
の
西
を
画
す
る
山
地
よ
り
北
西
に
派
生
す
る
尾
根
筋
の
先
端
部

に
位
置
す
る
（
図
１
）。
標
高
は
、
最
も
高
い
と
こ
ろ
で
約
一
二
二
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
比

高
は
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
と
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
が
、
現
福
井
市
街
へ
の
眺
望
は
抜
群
に

よ
い
。
朝
倉
氏
の
本
城
で
あ
る
一
乗
谷
城
は
、
当
城
よ
り
約
三
・
六
キ
ロ
南
東
に
位
置
し
、

比
高
は
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
。
一
乗
谷
城
も
眺
望
は
良
好
だ
が
、
谷
を
見
下
ろ
す
高

所
に
位
置
す
る
た
め
、
平
野
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
そ
れ
ほ
ど
よ
く
な
い
。
そ
の
た
め
、
東
郷

図１　東郷槙山城と周辺の城館（国土地理院2万5千分1地形図に加筆。図中の黒塗は一乗谷城の遺構）
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面
に
は
所
々
に
石
垣
の
石
材
が
残
存

し
て
お
り
、
か
つ
て
は
石
垣
が
全
周

し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
曲
輪
Ⅰ

の
南
下
の
曲
輪
の
東
面
に
は
、
石
垣

が
面
を
保
っ
た
状
態
で
残
存
し
て
お

り
（
写
真
４
）、
当
城
に
お
け
る
石

垣
の
構
築
技
法
が
う
か
が
え
る
。
荒

割
石
の
野
面
積
み
で
、
矢
穴
は
確
認

で
き
な
い
。

曲
輪
Ⅰ
で
は
、
過
去
に
笏
谷
石
製

の
瓦
が
採
取
さ
れ
て
い
る
。
石
瓦

は
、
寒
冷
で
積
雪
の
多
い
越
前
の
気

候
風
土
に
対
応
し
た
屋
根
葺
き
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
織
豊
期
に
石
瓦
を
軒
に
ま
で
葺
い
た
の
は
北
庄
城
と
当
城
の
み
で

あ
る
（
佐
伯
　
二
〇
二
〇
）。
こ
の
こ
と
は
、
越
前
国
内
で
の
当
城
の
卓
越
性
を
物
語
っ
て

い
る
。

Ⅱ
は
舗
装
さ
れ
て
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
な
り
、
旧
状
を
留
め
な
い
が
、
か
つ
て
は
曲
輪
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
大
系
は
こ
れ
を
地
誌
の
「
二
之
丸
」
に
比
定
し
て
い
る
（
岩
田
　

一
九
八
〇
）。「
城
台
」
と
「
二
之
丸
」
の
間
に
は
「
石
階
」
が
あ
っ
た
と
い
う
。
曲
輪
Ⅰ
と

Ⅱ
を
結
ぶ
現
在
の
階
段
は
曲
輪
を
破
壊
し
て
お
り
、
後
世
の
造
作
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ

が
、
先
行
す
る
石
段
が
存
在
し
、
近
世
に
は
ま
だ
み
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

曲
輪
Ⅲ
は
、
地
誌
の
「
千
畳
敷
」
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
名
の
通
り
、

城
内
で
は
最
も
広
い
曲
輪
で
あ
る
。
こ
こ
も
公
園
の
整
備
が
入
り
、
少
な
か
ら
ず
改
変
を
受

け
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
南
辺
の
土
塁
（
写
真
５
）
は
、
曲
輪
の
造
成
に
伴
う
削
り
残
し
の

槙
山
城
は
、
朝
倉
氏
の
時
代
に
は
一
乗
谷
の
閉
鎖
性
を
補
完
す
る
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

一
乗
谷
に
は
、
朝
倉
氏
の
滅
亡
後
も
暫
定
的
に
政
庁
が
置
か
れ
る
が
、
織
豊
政
権
の
拠
点

と
し
て
の
機
能
は
北
庄
城
に
移
行
す
る
。
一
方
、
東
郷
槙
山
城
は
長
谷
川
秀
一
の
居
城
と
な

り
、
豊
臣
政
権
に
よ
る
越
前
支
配
の
一
角
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
東
郷
槙
山
城
が
拠
点

に
取
り
立
て
ら
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
先
述
し
た
立
地
の
よ
さ
や
東
郷
の
都
市
的
な
発
展

（
小
島
　
二
〇
〇
五
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

２
　
縄
張
の
分
析

当
城
跡
の
地
形
に
つ
い
て
は
、
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
博
物
館
が
作
成
し
た
赤
色

立
体
地
図
が
最
も
精
密
に
捉
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
現
地
踏
査
を
実
施

し
、
新
た
に
縄
張
図
を
作
成
し
た
（
図
２
）。
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
は
、
昭
和
三
五
年
に
作
成
さ

れ
た
福
井
県
基
本
図
（
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
博
物
館
提
供
）
で
あ
る
。
縄
張
図
の

ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
に
は
、
市
町
村
等
が
発
行
す
る
都
市
計
画
図
（
縮
尺
が
二
五
〇
〇
分
一
程

度
）
を
用
い
る
の
が
一
般
的
だ
が
、
測
量
の
精
度
は
当
然
赤
色
立
体
地
図
に
及
ば
な
い
。
福

井
市
は
都
市
計
画
図
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
が
（https://w

w
w
.city.fukui.

lg.jp/sisei/tkeikaku/tkeikaku/p012271.htm
l

）、
こ
れ
と
赤
色
立
体
地
図
を
対
照
さ

せ
た
と
こ
ろ
、
齟
齬
が
大
き
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
、
や
や
変
則
的
で
は
あ
る
が
、

比
較
的
ズ
レ
が
少
な
か
っ
た
前
掲
の
地
図
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

城
の
遺
構
は
東
西
約
三
八
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
五
六
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
び
、
越
前
の
山

城
で
は
大
規
模
な
部
類
に
属
す
る
。
図
１
の
範
囲
で
は
、
一
乗
谷
城
に
次
い
で
規
模
の
大
き

い
城
で
あ
る
。

最
高
所
の
曲
輪
Ⅰ
は
、
地
誌
に
い
う
「
城
台
」
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
長
谷
川
秀
一
碑
や

忠
魂
碑
が
建
ち
、
園
路
等
が
敷
設
さ
れ
て
お
り
、
遺
構
が
大
き
く
損
な
わ
れ
て
い
る
。
切
岸
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Ⅰ
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築
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。
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台
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、
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、
近
世
に
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は
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も
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の
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、
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を
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と
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（
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の
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に
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削
り
残
し
の
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の
時
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に
は
一
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の
閉
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を
補
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る
役
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を
果
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と
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に
は
、
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の
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亡
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的
に
政
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が
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が
、
織
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の
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と
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て
の
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能
は
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庄
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に
移
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す
る
。
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、
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郷
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山
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は
長
谷
川
秀
一
の
居
城
と
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り
、
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に
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越
前
支
配
の
一
角
を
占
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こ
と
と
な
っ
た
。
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郷
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山
城
が
拠
点

に
取
り
立
て
ら
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
先
述
し
た
立
地
の
よ
さ
や
東
郷
の
都
市
的
な
発
展

（
小
島
　
二
〇
〇
五
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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当
城
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の
地
形
に
つ
い
て
は
、
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
博
物
館
が
作
成
し
た
赤
色

立
体
地
図
が
最
も
精
密
に
捉
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
現
地
踏
査
を
実
施

し
、
新
た
に
縄
張
図
を
作
成
し
た
（
図
２
）。
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
は
、
昭
和
三
五
年
に
作
成
さ

れ
た
福
井
県
基
本
図
（
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
博
物
館
提
供
）
で
あ
る
。
縄
張
図
の

ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
に
は
、
市
町
村
等
が
発
行
す
る
都
市
計
画
図
（
縮
尺
が
二
五
〇
〇
分
一
程

度
）
を
用
い
る
の
が
一
般
的
だ
が
、
測
量
の
精
度
は
当
然
赤
色
立
体
地
図
に
及
ば
な
い
。
福

井
市
は
都
市
計
画
図
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
が
（https://w

w
w
.city.fukui.

lg.jp/sisei/tkeikaku/tkeikaku/p012271.htm
l

）、
こ
れ
と
赤
色
立
体
地
図
を
対
照
さ

せ
た
と
こ
ろ
、
齟
齬
が
大
き
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
、
や
や
変
則
的
で
は
あ
る
が
、

比
較
的
ズ
レ
が
少
な
か
っ
た
前
掲
の
地
図
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

城
の
遺
構
は
東
西
約
三
八
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
五
六
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
び
、
越
前
の
山

城
で
は
大
規
模
な
部
類
に
属
す
る
。
図
１
の
範
囲
で
は
、
一
乗
谷
城
に
次
い
で
規
模
の
大
き

い
城
で
あ
る
。

最
高
所
の
曲
輪
Ⅰ
は
、
地
誌
に
い
う
「
城
台
」
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
長
谷
川
秀
一
碑
や

忠
魂
碑
が
建
ち
、
園
路
等
が
敷
設
さ
れ
て
お
り
、
遺
構
が
大
き
く
損
な
わ
れ
て
い
る
。
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図２　東郷槙山城縄張図（作図：新谷和之）
ベースマップは昭和35年の福井県基本図（福井県立一乗谷朝倉氏遺跡博物館蔵）
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曲
輪
Ⅳ
は
、
曲
輪
Ⅰ
か
ら
標
高
に
し
て
二
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
曲

輪
面
の
造
成
は
丁
寧
で
、
曲
輪
Ⅰ
〜
Ⅲ
に
比
べ
て
残
り
が
よ
い
。
大
ぶ
り
の
石
材
が
い
く
つ

か
み
ら
れ
る
が
、
恐

ら
く
曲
輪
Ⅰ
と
そ
の

周
辺
に
施
さ
れ
て
い

た
石
垣
の
石
材
で
あ

ろ
う
。
曲
輪
Ⅳ
の
北

東
に
は
小
規
模
な
削

平
地
が
多
数
み
ら
れ

る
が
、
後
世
に
植
林

の
手
が
入
っ
て
お
り
、

城
の
遺
構
か
判
断
し

か
ね
る
。

現
在
、
曲
輪
Ⅰ
と

Ⅳ
は
車
道
で
分
断
さ

れ
て
い
る
が
、
間
の

尾
根
筋
に
曲
輪
が
築

か
れ
て
い
た
痕
跡
は

み
ら
れ
ず
、
も
と
も

と
曲
輪
の
配
置
は
散

在
的
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
曲
輪
Ⅳ
の
西
側

の
切
岸
は
傾
斜
が
大

き
く
、
高
さ
も
あ
り

土
塁
と
評
価
さ
れ
て
い
る
（
岩
田
　

一
九
八
〇
）。
城
内
で
は
最
も
大
き

な
土
塁
だ
が
、
南
側
の
堀
切
と
離
れ

す
ぎ
て
い
る
た
め
、
城
郭
遺
構
と
み

る
こ
と
に
疑
問
を
呈
す
る
論
者
も
い

る
（
佐
伯
　
二
〇
二
〇
）。

そ
こ
で
過
去
の
調
査
成
果
を
見
直

す
と
、
曲
輪
Ⅲ
の
形
状
が
近
年
に
改

変
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
図
３

は
、
昭
和
五
四
年
に
福
井
県
立
朝
倉

氏
遺
跡
研
究
所
（
福
井
県
立
一
乗
谷

朝
倉
氏
遺
跡
博
物
館
の
前
身
）
が
作

成
し
た
測
量
図
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
現
在
の
土
塁
の
南
下
に
谷
状
の
窪
み
が
あ
り
、
そ
の
さ
ら
に
南
側
に
土
塁
状
の
高
ま
り

が
み
ら
れ
る
。
こ
の
窪
み
が
城
郭
の
堀
な
の
か
、
自
然
の
地
形
な
の
か
は
即
断
し
か
ね
る

が
、
少
な
く
と
も
土
塁
の
南
側
が
現
在
の
よ
う
な
フ
ラ
ッ
ト
な
地
形
で
な
か
っ
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。
仮
に
堀
と
み
れ
ば
、
現
存
す
る
堀
切
と
と
も
に
二
重
の
防
御
ラ
イ
ン
を
構
築
し

て
い
た
こ
と
に
な
り
、
土
塁
と
堀
切
の
隔
た
り
は
現
状
ほ
ど
大
き
く
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な

ろ
う
。

図
３
で
も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
外
側
の
堀
切
が
土
橋
を
伴
わ
ず
、
尾
根
筋
を
完
全

に
遮
断
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
現
在
は
図
２
に
み
る
よ
う
に
、
堀
切
の
東
端
を
園
路
が
南
北

に
横
断
す
る
格
好
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
昭
和
五
〇
年
代
以
降
の
造
作
で
あ
る
こ
と
が

判
明
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
堀
切
が
実
質
的
に
城
域
の
南
を
画
す
る
防
御
ラ
イ
ン
で

あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

写真5　曲輪Ⅱの土塁

図３　東郷槙山城跡測量図（福井県立一乗谷朝倉氏遺跡博物館蔵、一部加筆）
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曲
輪
Ⅳ
は
、
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Ⅰ
か
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高
に
し
て
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ほ
ど
下
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た
と
こ
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に
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る
。
曲

輪
面
の
造
成
は
丁
寧
で
、
曲
輪
Ⅰ
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Ⅲ
に
比
べ
て
残
り
が
よ
い
。
大
ぶ
り
の
石
材
が
い
く
つ

か
み
ら
れ
る
が
、
恐

ら
く
曲
輪
Ⅰ
と
そ
の

周
辺
に
施
さ
れ
て
い

た
石
垣
の
石
材
で
あ

ろ
う
。
曲
輪
Ⅳ
の
北

東
に
は
小
規
模
な
削

平
地
が
多
数
み
ら
れ

る
が
、
後
世
に
植
林

の
手
が
入
っ
て
お
り
、

城
の
遺
構
か
判
断
し

か
ね
る
。

現
在
、
曲
輪
Ⅰ
と

Ⅳ
は
車
道
で
分
断
さ

れ
て
い
る
が
、
間
の

尾
根
筋
に
曲
輪
が
築

か
れ
て
い
た
痕
跡
は

み
ら
れ
ず
、
も
と
も

と
曲
輪
の
配
置
は
散

在
的
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
曲
輪
Ⅳ
の
西
側

の
切
岸
は
傾
斜
が
大

き
く
、
高
さ
も
あ
り

土
塁
と
評
価
さ
れ
て
い
る
（
岩
田
　

一
九
八
〇
）。
城
内
で
は
最
も
大
き

な
土
塁
だ
が
、
南
側
の
堀
切
と
離
れ

す
ぎ
て
い
る
た
め
、
城
郭
遺
構
と
み

る
こ
と
に
疑
問
を
呈
す
る
論
者
も
い

る
（
佐
伯
　
二
〇
二
〇
）。

そ
こ
で
過
去
の
調
査
成
果
を
見
直

す
と
、
曲
輪
Ⅲ
の
形
状
が
近
年
に
改

変
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
図
３

は
、
昭
和
五
四
年
に
福
井
県
立
朝
倉

氏
遺
跡
研
究
所
（
福
井
県
立
一
乗
谷

朝
倉
氏
遺
跡
博
物
館
の
前
身
）
が
作

成
し
た
測
量
図
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
現
在
の
土
塁
の
南
下
に
谷
状
の
窪
み
が
あ
り
、
そ
の
さ
ら
に
南
側
に
土
塁
状
の
高
ま
り

が
み
ら
れ
る
。
こ
の
窪
み
が
城
郭
の
堀
な
の
か
、
自
然
の
地
形
な
の
か
は
即
断
し
か
ね
る

が
、
少
な
く
と
も
土
塁
の
南
側
が
現
在
の
よ
う
な
フ
ラ
ッ
ト
な
地
形
で
な
か
っ
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。
仮
に
堀
と
み
れ
ば
、
現
存
す
る
堀
切
と
と
も
に
二
重
の
防
御
ラ
イ
ン
を
構
築
し

て
い
た
こ
と
に
な
り
、
土
塁
と
堀
切
の
隔
た
り
は
現
状
ほ
ど
大
き
く
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な

ろ
う
。

図
３
で
も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
外
側
の
堀
切
が
土
橋
を
伴
わ
ず
、
尾
根
筋
を
完
全

に
遮
断
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
現
在
は
図
２
に
み
る
よ
う
に
、
堀
切
の
東
端
を
園
路
が
南
北

に
横
断
す
る
格
好
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
昭
和
五
〇
年
代
以
降
の
造
作
で
あ
る
こ
と
が

判
明
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
堀
切
が
実
質
的
に
城
域
の
南
を
画
す
る
防
御
ラ
イ
ン
で

あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

写真5　曲輪Ⅱの土塁

図３　東郷槙山城跡測量図（福井県立一乗谷朝倉氏遺跡博物館蔵、一部加筆）
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し
、
図
化
し
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、

三
社
神
社
裏
手
の
曲
輪
Ⅶ
は
ま
と

ま
っ
た
面
積
を
も
ち
、
山
上
の
曲
輪

群
と
の
位
置
関
係
か
ら
居
館
な
ど
の

施
設
も
想
定
で
き
る
た
め
、
城
郭
の

遺
構
と
判
断
し
た
。
三
社
神
社
の
方

面
か
ら
登
る
山
道
が
、
大
手
道
に
あ

た
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
道

は
、
曲
輪
Ⅳ
・
Ⅴ
間
の
鞍
部
の
直
前

で
屈
曲
し
て
い
る
。
こ
の
ク
ラ
ン
ク

を
城
郭
の
桝
形
と
す
る
見
解
も
あ
る

が
（
岩
田
　
一
九
八
〇
）、
近
代
以

降
の
林
道
に
は
こ
う
し
た
形
状
は
珍

し
く
な
く
、
城
郭
の
遺
構
と
は
考
え
に
く
い
。

３
　
遺
構
の
評
価

東
郷
槙
山
城
に
お
い
て
は
、
曲
輪
Ⅰ
が
最
も
標
高
が
高
く
、
主
郭
に
相
当
す
る
と
み
ら
れ

る
。
し
か
し
、
面
積
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
く
、
城
内
で
卓
越
し
た
位
置
に
あ
る
と
は
い
い

が
た
い
。
曲
輪
Ⅱ
な
ど
、
他
の
曲
輪
群
に
居
住
や
駐
屯
の
ス
ペ
ー
ス
を
分
散
さ
せ
た
様
子
が

う
か
が
え
る
。

曲
輪
Ⅰ
〜
Ⅲ
は
一
続
き
で
あ
り
、
一
連
の
曲
輪
群
と
捉
え
ら
れ
る
。
曲
輪
Ⅳ
も
、
動
線
の

存
在
か
ら
曲
輪
Ⅰ
と
の
つ
な
が
り
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
曲
輪
Ⅵ
も
、
曲
輪
Ⅰ
か
ら
派
生

す
る
尾
根
筋
上
に
位
置
し
て
お
り
、
一
体
の
も
の
と
評
価
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
曲
輪
Ⅰ

の
三
方
に
曲
輪
群
が
展
開
し
て
い
る
が
、
曲
輪
Ⅳ
・
Ⅵ
と
の
間
の
尾
根
筋
に
は
曲
輪
が
設
け

（
写
真
６
）、
曲
輪
Ⅰ
と
は
隔
絶
し
た

印
象
を
受
け
る
。
曲
輪
Ⅵ
も
、
曲
輪

Ⅰ
か
ら
は
直
線
距
離
で
九
〇
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
離
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
曲

輪
の
散
在
性
は
、
当
城
の
特
徴
の
一

つ
と
い
え
よ
う
。

と
は
い
え
、
曲
輪
間
の
ア
ク
セ
ス

は
何
ら
か
の
形
で
確
保
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
曲
輪
Ⅰ
か
ら
東
方

に
下
る
ス
ロ
ー
プ
が
あ
り
、
そ
の
真

下
に
帯
曲
輪
が
開
口
す
る
箇
所
が
み

ら
れ
る
。
こ
の
開
口
部
の
下
に
は
、

石
垣
の
石
材
が
い
く
つ
か
確
認
で

き
、
重
要
な
施
設
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
一
連
の
遺
構
は
、
曲
輪

Ⅳ
方
面
か
ら
の
動
線
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
曲
輪
Ⅳ
の
北
側
に
も
同
様
の
開

口
部
が
み
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
後
述
す
る
大
手
筋
へ
と
続
く
山
道
が
延
び
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
れ
ら
の
開
口
部
は
虎
口
の
遺
構
と
も
捉
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
現
状
の
山
道
は
近
代

以
降
の
植
林
に
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
後
世
の
改
変
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

曲
輪
Ⅴ
は
標
高
約
八
三
メ
ー
ト
ル
地
点
に
位
置
し
、
西
・
北
東
・
北
西
の
尾
根
筋
に
曲
輪

群
を
配
す
る
。
特
に
南
西
の
曲
輪
群
は
規
模
が
大
き
く
（
写
真
７
）、
建
物
が
あ
っ
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
北
西
の
尾
根
筋
に
小
規
模
な
堀
切
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
防
御
の
中
心

は
曲
輪
Ⅳ
と
同
様
に
切
岸
で
あ
る
。

曲
輪
Ⅴ
の
南
西
の
谷
筋
に
も
削
平
地
が
み
ら
れ
る
が
、
植
林
に
伴
う
段
築
で
あ
る
と
判
断 写真６　曲輪Ⅳ西側の切岸

写真７　曲輪Ⅴ南西の曲輪
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れ
は
、
南
側
の
尾
根
筋
か
ら
の
侵
入
を
遮
断
す
る
施
設
と
捉
え
ら
れ
る
。
尾
根
筋
を
堀
切
な

ど
で
遮
断
す
る
こ
と
は
、
尾
根
の
先
端
付
近
に
城
を
築
く
際
の
定
石
と
い
え
る
。
た
だ
し
、

当
城
の
場
合
、
こ
の
尾
根
筋
は
一
乗
谷
の
西
側
を
画
す
る
山
地
に
続
く
こ
と
か
ら
、
堀
切
の

構
築
が
一
乗
谷
と
の
関
係
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
。一

乗
谷
の
西
側
の
山
地
に
は
、
堀
切
な
ど
の
小
規
模
な
城
郭
遺
構
が
点
在
し
て
い
る
（
図

１
）。
大
系
は
、
尾
根
続
き
の
御
茸
山
ま
で
に
四
ヶ
所
の
堀
切
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当

城
が
一
乗
谷
と
緊
密
に
連
携
し
て
い
た
と
評
価
し
て
い
る
（
岩
田
　
一
九
八
〇
）。
し
か
し
、

尾
根
続
き
に
堀
切
が
連
続
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
連
携
で
は
な
く
、
む
し
ろ
分

断
さ
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

な
お
、
佐
伯
は
こ
れ
ら
を
「
一
乗
谷
川
左
岸
丘
陵
遺
構
群
」
と
概
括
し
た
上
で
、
遺
構
群

の
ま
と
ま
り
が
な
い
こ
と
か
ら
、
統
一
し
た
指
示
を
欠
い
た
状
態
で
急
遽
構
築
さ
れ
た
と

し
、
朝
倉
氏
滅
亡
直
前
の
遺
構
と
評
価
し
た
（
佐
伯
　
二
〇
二
〇
）。
し
か
し
、
こ
う
し
た

遺
構
は
研
究
史
上
阻
塞
と
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
中
世
前
期
か
ら
戦
国
・
織
豊
期
に
至
る
ま

で
長
期
に
わ
た
り
確
認
で
き
る
（
村
田
　
一
九
八
四
）。
一
連
の
遺
構
に
は
、
尾
根
伝
い
の

侵
攻
を
妨
げ
る
役
割
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
構
築
時
期
や
目
的
に
つ
い
て
は
、
一
乗
谷
の
都
市

形
成
の
過
程
と
絡
め
て
論
じ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
曲
輪
Ⅱ
南
部
の
土
塁
と
堀
切
は
、
一
乗
谷
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
遮
断

す
る
遺
構
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
城
が
一
乗
谷
の
近
く
に
あ
り
な
が
ら
、
半
ば

独
立
的
な
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
規
模
の
大
き
さ
か
ら
し
て
も
、
朝
倉
氏

の
一
門
な
い
し
家
臣
の
居
城
と
み
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
乗
谷
城
の
支
城
と

し
て
の
側
面
が
こ
れ
ま
で
重
視
さ
れ
て
き
た
が
、
現
存
す
る
遺
構
か
ら
は
、
両
者
の
一
体
性

や
共
同
で
の
防
衛
体
制
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

当
城
の
曲
輪
配
置
は
自
然
の
地
形
に
大
き
く
制
約
さ
れ
て
お
り
、
防
御
の
中
心
は
切
岸
で

ら
れ
ず
、
全
体
に
散
漫
な
印
象
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
も
と
も
と
地
形
の
起
伏
が
少
な
い
箇
所

に
曲
輪
を
造
成
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
地
形
を
活
か
し
て
、
少
な
い
土
木
量
で
曲
輪
を
よ
り

多
く
、
広
く
と
る
工
夫
と
い
え
る
が
、
そ
の
結
果
、
曲
輪
間
の
連
絡
が
希
薄
に
な
っ
た
面
は

否
め
な
い
。

こ
の
他
、
曲
輪
Ⅴ
を
中
心
と
す
る
曲
輪
群
も
ま
と
ま
っ
た
面
積
を
も
ち
、
居
住
や
駐
屯
に

対
応
で
き
る
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
る
。
佐
伯
は
、
こ
の
部
分
が
曲
輪
Ⅰ
か
ら
は
独
立
し
た
位

置
に
あ
り
、
在
地
国
人
の
縄
張
を
示
し
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
（
佐
伯
　
二
〇
二
〇
）。

佐
伯
が
い
う
よ
う
に
、
当
城
は
少
な
く
と
も
曲
輪
Ⅰ
・
Ⅴ
と
い
う
二
つ
の
核
を
も
ち
、
広
大

な
城
域
を
誇
っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
部
分
が
、
近
世
に
城
跡
と
み
な
さ
れ
て
い
か
は
定
か
で
な
い
。
前
章
で
み
た
よ
う

に
、
地
誌
に
み
え
る
曲
輪
名
は
、
曲
輪
Ⅰ
と
そ
の
周
辺
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。「
屋
形
跡
」

は
所
在
不
明
だ
が
、
面
積
か
ら
す
る
と
曲
輪
Ⅳ
を
指
す
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
曲
輪
Ⅴ
に
は
具
体
的
な
名
称
は
与
え
ら
れ
ず
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
。

当
城
が
、
切
岸
を
防
御
の
中
心
に
据
え
て
い
る
こ
と
は
先
述
し
た
。
土
塁
や
堀
切
は
曲
輪

Ⅲ
や
曲
輪
Ⅳ
の
周
辺
に
限
ら
れ
、
他
に
顕
著
な
防
御
施
設
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し

て
、
朝
倉
氏
の
本
城
で
あ
る
一
乗
谷
城
で
は
、
多
種
多
様
な
空
堀
が
効
果
的
に
配
置
さ
れ
て

い
る
（
新
谷
　
二
〇
二
一
）。
特
に
、
畝
状
空
堀
群
は
朝
倉
氏
特
有
の
築
城
技
法
と
し
て
評

価
さ
れ
て
お
り
、
国
内
外
の
関
連
城
郭
に
み
ら
れ
る
。
畝
状
空
堀
群
の
年
代
観
は
論
者
に
よ

り
異
な
る
が
、
天
文
・
永
禄
期
（
一
五
三
二
〜
一
五
七
〇
）
と
す
る
佐
伯
の
見
解
（
佐
伯
　

二
〇
二
〇
・
二
〇
二
一
）
に
耳
を
傾
け
る
と
、
朝
倉
氏
の
築
城
技
術
が
本
格
的
に
発
達
す
る

の
は
一
六
世
紀
中
頃
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
当
城
の
基
本
プ
ラ
ン
は
、
そ
れ
よ
り
も
古
い
様

相
を
示
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。

当
城
で
最
も
規
模
の
大
き
い
土
塁
と
堀
切
が
、
曲
輪
Ⅱ
の
南
方
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
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れ
は
、
南
側
の
尾
根
筋
か
ら
の
侵
入
を
遮
断
す
る
施
設
と
捉
え
ら
れ
る
。
尾
根
筋
を
堀
切
な

ど
で
遮
断
す
る
こ
と
は
、
尾
根
の
先
端
付
近
に
城
を
築
く
際
の
定
石
と
い
え
る
。
た
だ
し
、

当
城
の
場
合
、
こ
の
尾
根
筋
は
一
乗
谷
の
西
側
を
画
す
る
山
地
に
続
く
こ
と
か
ら
、
堀
切
の

構
築
が
一
乗
谷
と
の
関
係
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
。一

乗
谷
の
西
側
の
山
地
に
は
、
堀
切
な
ど
の
小
規
模
な
城
郭
遺
構
が
点
在
し
て
い
る
（
図

１
）。
大
系
は
、
尾
根
続
き
の
御
茸
山
ま
で
に
四
ヶ
所
の
堀
切
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当

城
が
一
乗
谷
と
緊
密
に
連
携
し
て
い
た
と
評
価
し
て
い
る
（
岩
田
　
一
九
八
〇
）。
し
か
し
、

尾
根
続
き
に
堀
切
が
連
続
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
連
携
で
は
な
く
、
む
し
ろ
分

断
さ
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

な
お
、
佐
伯
は
こ
れ
ら
を
「
一
乗
谷
川
左
岸
丘
陵
遺
構
群
」
と
概
括
し
た
上
で
、
遺
構
群

の
ま
と
ま
り
が
な
い
こ
と
か
ら
、
統
一
し
た
指
示
を
欠
い
た
状
態
で
急
遽
構
築
さ
れ
た
と

し
、
朝
倉
氏
滅
亡
直
前
の
遺
構
と
評
価
し
た
（
佐
伯
　
二
〇
二
〇
）。
し
か
し
、
こ
う
し
た

遺
構
は
研
究
史
上
阻
塞
と
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
中
世
前
期
か
ら
戦
国
・
織
豊
期
に
至
る
ま

で
長
期
に
わ
た
り
確
認
で
き
る
（
村
田
　
一
九
八
四
）。
一
連
の
遺
構
に
は
、
尾
根
伝
い
の

侵
攻
を
妨
げ
る
役
割
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
構
築
時
期
や
目
的
に
つ
い
て
は
、
一
乗
谷
の
都
市

形
成
の
過
程
と
絡
め
て
論
じ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
曲
輪
Ⅱ
南
部
の
土
塁
と
堀
切
は
、
一
乗
谷
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
遮
断

す
る
遺
構
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
城
が
一
乗
谷
の
近
く
に
あ
り
な
が
ら
、
半
ば

独
立
的
な
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
規
模
の
大
き
さ
か
ら
し
て
も
、
朝
倉
氏

の
一
門
な
い
し
家
臣
の
居
城
と
み
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
乗
谷
城
の
支
城
と

し
て
の
側
面
が
こ
れ
ま
で
重
視
さ
れ
て
き
た
が
、
現
存
す
る
遺
構
か
ら
は
、
両
者
の
一
体
性

や
共
同
で
の
防
衛
体
制
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

当
城
の
曲
輪
配
置
は
自
然
の
地
形
に
大
き
く
制
約
さ
れ
て
お
り
、
防
御
の
中
心
は
切
岸
で

ら
れ
ず
、
全
体
に
散
漫
な
印
象
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
も
と
も
と
地
形
の
起
伏
が
少
な
い
箇
所

に
曲
輪
を
造
成
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
地
形
を
活
か
し
て
、
少
な
い
土
木
量
で
曲
輪
を
よ
り

多
く
、
広
く
と
る
工
夫
と
い
え
る
が
、
そ
の
結
果
、
曲
輪
間
の
連
絡
が
希
薄
に
な
っ
た
面
は

否
め
な
い
。

こ
の
他
、
曲
輪
Ⅴ
を
中
心
と
す
る
曲
輪
群
も
ま
と
ま
っ
た
面
積
を
も
ち
、
居
住
や
駐
屯
に

対
応
で
き
る
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
る
。
佐
伯
は
、
こ
の
部
分
が
曲
輪
Ⅰ
か
ら
は
独
立
し
た
位

置
に
あ
り
、
在
地
国
人
の
縄
張
を
示
し
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
（
佐
伯
　
二
〇
二
〇
）。

佐
伯
が
い
う
よ
う
に
、
当
城
は
少
な
く
と
も
曲
輪
Ⅰ
・
Ⅴ
と
い
う
二
つ
の
核
を
も
ち
、
広
大

な
城
域
を
誇
っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
部
分
が
、
近
世
に
城
跡
と
み
な
さ
れ
て
い
か
は
定
か
で
な
い
。
前
章
で
み
た
よ
う

に
、
地
誌
に
み
え
る
曲
輪
名
は
、
曲
輪
Ⅰ
と
そ
の
周
辺
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。「
屋
形
跡
」

は
所
在
不
明
だ
が
、
面
積
か
ら
す
る
と
曲
輪
Ⅳ
を
指
す
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
曲
輪
Ⅴ
に
は
具
体
的
な
名
称
は
与
え
ら
れ
ず
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
。

当
城
が
、
切
岸
を
防
御
の
中
心
に
据
え
て
い
る
こ
と
は
先
述
し
た
。
土
塁
や
堀
切
は
曲
輪

Ⅲ
や
曲
輪
Ⅳ
の
周
辺
に
限
ら
れ
、
他
に
顕
著
な
防
御
施
設
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し

て
、
朝
倉
氏
の
本
城
で
あ
る
一
乗
谷
城
で
は
、
多
種
多
様
な
空
堀
が
効
果
的
に
配
置
さ
れ
て

い
る
（
新
谷
　
二
〇
二
一
）。
特
に
、
畝
状
空
堀
群
は
朝
倉
氏
特
有
の
築
城
技
法
と
し
て
評

価
さ
れ
て
お
り
、
国
内
外
の
関
連
城
郭
に
み
ら
れ
る
。
畝
状
空
堀
群
の
年
代
観
は
論
者
に
よ

り
異
な
る
が
、
天
文
・
永
禄
期
（
一
五
三
二
〜
一
五
七
〇
）
と
す
る
佐
伯
の
見
解
（
佐
伯
　

二
〇
二
〇
・
二
〇
二
一
）
に
耳
を
傾
け
る
と
、
朝
倉
氏
の
築
城
技
術
が
本
格
的
に
発
達
す
る

の
は
一
六
世
紀
中
頃
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
当
城
の
基
本
プ
ラ
ン
は
、
そ
れ
よ
り
も
古
い
様

相
を
示
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。

当
城
で
最
も
規
模
の
大
き
い
土
塁
と
堀
切
が
、
曲
輪
Ⅱ
の
南
方
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
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お
わ
り
に

東
郷
槙
山
城
は
、
戦
国
大
名
朝
倉
氏
の
支
城
と
し
て
の
歴
史
と
、
豊
臣
期
の
地
域
拠
点
と

し
て
の
歴
史
の
二
つ
の
歴
史
を
有
す
る
。
両
者
の
間
に
は
一
定
の
断
絶
が
想
定
さ
れ
る
も
の

の
、
こ
れ
だ
け
息
長
く
存
続
が
確
認
で
き
る
山
城
は
珍
し
い
。
越
前
国
に
お
い
て
、
戦
国
期

か
ら
織
豊
期
へ
の
展
開
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
遺
跡
と
い
え
よ
う
。

当
城
は
、
も
と
の
地
形
に
合
わ
せ
て
曲
輪
を
造
成
し
た
た
め
、
曲
輪
間
の
連
絡
が
希
薄
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ン
を
豊
臣
期
に
採
用
す
る
と
は
考
え
に
く
い
た
め
、
現
状
の
曲
輪

配
置
は
戦
国
期
の
も
の
を
踏
襲
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
さ
ら
に
、
切
岸
中
心
の
防
御
態
勢

か
ら
は
、
一
六
世
紀
中
頃
以
降
に
本
格
的
に
整
備
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
一
乗
谷
城
よ
り
も
古

い
様
相
を
留
め
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
一
般
に
山
城
跡
の
地
表
面
観
察
で
は
、
最
終
段
階

の
様
相
が
対
象
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
当
城
で
は
長
谷
川
氏
に
よ
る
改
修
が
主
郭
周
辺
に
限

ら
れ
た
た
め
、
曲
輪
Ⅴ
な
ど
を
中
心
と
し
て
、
全
体
に
戦
国
期
の
様
相
を
色
濃
く
残
す
結
果

と
な
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
当
城
は
、
山
城
の
防
御
施
設
が
著
し
く
発
達
を
遂
げ
る
一
六

世
紀
中
頃
よ
り
前
の
特
徴
を
示
し
て
お
り
、
越
前
国
に
お
け
る
築
城
の
歴
史
を
探
る
一
つ
の

指
標
に
な
る
と
考
え
る
。

当
城
は
、
一
乗
谷
を
画
す
る
山
地
の
尾
根
続
き
に
位
置
し
、
朝
倉
氏
の
本
拠
域
を
構
成
す

る
重
要
な
要
素
の
一
つ
と
捉
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
乗
谷
城
と
は
築
城
・
改
修
の
タ
イ

ミ
ン
グ
が
異
な
り
、
構
造
上
も
一
乗
谷
か
ら
の
独
立
性
が
看
取
さ
れ
る
。「
朝
倉
孝
景
条
々
」

一
四
条
は
、
家
臣
団
の
城
下
町
集
住
を
義
務
づ
け
た
先
進
的
な
政
策
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
が
、
実
際
に
は
谷
の
周
辺
に
数
多
く
の
城
館
跡
が
伝
わ
っ
て
い
る
（
図
１
）。
こ
の
矛

盾
の
意
味
を
考
え
る
際
、
当
城
の
事
例
は
一
つ
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
す
な
わ
ち
、
当
城
の
よ
う
な
拠
点
ク
ラ
ス
の
城
郭
が
本
拠
域
に
存
在
す
る
こ
と
は
、

朝
倉
氏
権
力
内
で
の
一
門
や
家
臣
の
自
立
性
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
朝

倉
氏
は
、
領
内
で
の
築
城
の
規
制
を
理
念
と
し
て
は
掲
げ
な
が
ら
、
こ
う
し
た
自
立
的
な
存

あ
る
。
こ
れ
は
、
本
城
で
あ
る
一
乗
谷
城
よ
り
も
古
い
様
相
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
一
乗
谷
城
が
本
格
的
に
整
備
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
一
六
世
紀
中
頃
か
ら
朝
倉
氏
の
滅
亡

ま
で
は
、
当
城
で
は
大
が
か
り
な
普
請
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
間
、
当

城
は
使
わ
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
古
い
縄
張
の
ま
ま
維
持
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
乗
谷
城
の
改
修
に
伴
う
本
拠
域
の
防
衛
体
制
の
整
備
は
、
当
城
に

は
及
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

残
存
す
る
石
垣
の
遺
構
や
石
瓦
の
散
布
状
況
か
ら
、
曲
輪
Ⅰ
と
そ
の
周
辺
が
豊
臣
期
に
改

修
さ
れ
た
こ
と
は
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
般
に
、
織
豊
政
権
下
の
築
城
で

は
、
主
郭
を
中
心
と
し
た
求
心
性
の
強
化
が
志
向
さ
れ
る
（
千
田
　
二
〇
〇
〇
）。
そ
の
た

め
、
戦
国
期
の
城
郭
を
織
豊
期
に
改
修
す
る
際
に
は
、
中
心
部
に
石
垣
や
桝
形
虎
口
な
ど
を

設
け
て
城
域
の
集
約
化
を
図
る
こ
と
が
多
い
。
当
城
の
改
修
も
、
同
様
の
文
脈
で
捉
え
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

城
域
の
集
約
化
に
は
、
防
御
の
ポ
イ
ン
ト
を
定
め
、
曲
輪
間
の
主
従
の
関
係
を
明
確
化
す

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
そ
の
反
面
、
実
質
的
な
城
域
は
ど
う
し
て
も
狭
く
な
っ
て
し
ま
う
。

曲
輪
Ⅴ
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
は
朝
倉
氏
段
階
の
姿
を
残
し
て
い
る
と
従
前
か
ら
い
わ
れ
て

い
た
が
（
岩
田
　
一
九
八
〇
）、
そ
れ
は
こ
う
し
た
取
捨
選
択
の
結
果
で
あ
る
。
先
述
の
通

り
、
当
城
で
は
曲
輪
間
の
隔
た
り
が
大
き
く
、
相
互
の
連
絡
が
希
薄
に
な
り
が
ち
で
あ
っ

た
。
長
谷
川
秀
一
は
、
そ
う
し
た
既
存
の
曲
輪
配
置
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
な
く
、
中
心
部

に
石
垣
や
瓦
葺
き
の
建
物
を
設
け
て
部
分
的
に
改
修
を
加
え
た
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
現
状
の
曲
輪
配
置
は
概
ね
戦
国
期
の
も
の
を
踏
襲
し
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
曲
輪
Ⅰ
〜
Ⅲ
で
は
後
世
の
改
変
が
著
し
く
、
長
谷
川
段
階
の
普
請
の
様
相
を
捉
え
に
く

い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
そ
の
範
囲
は
限
定
的
で
あ
り
、
既
存
の
縄
張
プ
ラ
ン
を
大

き
く
変
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
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の
親
族
に
つ
い
て
は
、
近
世
の
地
誌
に
も
断
片
的
に
叙
述
が

み
ら
れ
、
編
者
は
何
ら
か
の
情
報
源
を
も
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
近
代
の
郡

誌
編
纂
で
は
そ
う
し
た
要
素
は
汲
み
取
ら
れ
ず
、
結
果
と
し
て
長
谷
川
秀
一
の
存
在
の
み
が

大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
。

秀
一
の
城
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
が
、
大
正
期
に
お
け

る
顕
彰
碑
の
建
立
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
戦
病
死
者
の
忠
魂
碑
設
置
と
一
連
の
事
業
で
あ
り
、

当
該
期
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
顕
彰
碑
の
存
在

が
城
跡
の
認
知
度
を
高
め
、
地
域
住
民
の
愛
着
や
親
し
み
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
そ
の
一
方
で
、
当
城
跡
の
歴
史
を
秀
一
に
収
斂
さ
せ
て
捉
え
る
傾
向
を
強
め
た
こ
と
も

否
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
顕
彰
碑
の
建
立
以
降
、
公
園
や
道
路
の
整
備
に
伴
い
、
中
心
域
の

遺
構
の
破
壊
が
進
ん
だ
。
廃
城
後
の
歴
史
の
な
か
で
、
大
正
期
は
城
跡
の
景
観
や
城
跡
へ
の

人
々
の
眼
差
し
を
変
え
て
い
く
転
機
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

〔
付
記
〕
本
稿
の
ベ
ー
ス
と
な
る
報
告
は
、
二
〇
二
二
年
三
月
五
日
の
東
郷
公
民
館
講
演
会

（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）
に
て
行
っ
た
。
講
演
会
の
実
施
お
よ
び
事
前
の
現
地
踏
査
で
は
、
小

川
勇
治
氏
（
東
郷
公
民
館
館
長
）
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
成
稿
に
あ
た
り
、
石
川
美

咲
氏
（
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
博
物
館
）・
佐
藤
圭
氏
（
元
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉

氏
遺
跡
資
料
館
）・
白
嶋
祐
二
氏
（
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
）・
谷
徹
也
氏
（
立
命
館
大

学
）・
橋
本
紘
希
氏
（
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
）
よ
り
指
導
・
助
言
を
得
た
。
記
し
て
お
礼

申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
はJSPS

科
研
費JP22K13209

の
交
付
を
受
け
た
研
究
成
果

の
一
部
で
も
あ
る
。
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。
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史
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。
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。
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娼妓からみた近代日本の公娼制度――周旋業者・借金・梅毒

は
じ
め
に

本
稿
は
、
前
稿
﹇
人
見
　
二
〇
二
一
﹈
に
引
き
続
き
、
小
原
文
書
（「
金
沢
遊
郭
芸
娼
妓

関
係
文
書
」
近
畿
大
学
中
央
図
書
館
所
蔵
）
に
あ
る
娼
妓
の
手
紙
か
ら
、 

近
代
日
本
の
公
娼

制
度
は
娼
妓
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
経
験
で
あ
っ
た
の
か
を
、
周
旋
業
者
（
芸
娼
妓
紹
介

人
）
や
貸
座
敷
業
者
に
よ
る
性
買
売
管
理
の
あ
り
よ
う
を
ふ
ま
え
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

小
原
文
書
は
、
小
原
ト
ヨ
（
豊
、
豊
子
）
と
い
う
金
沢
市
内
で
芸
娼
妓
周
旋
業
を
営
む
女

性
が
残
し
た
史
料
群
で
あ
る
。
小
原
の
も
と
に
は
住
み
替
え
の
斡
旋
を
依
頼
す
る
娼
妓
・
芸

妓
か
ら
多
く
の
手
紙
が
届
い
た
。
住
み
替
え
は
娼
妓
や
芸
妓
が
稼
業
す
る
場
所
（
貸
座
敷
・

料
理
屋
な
ど
）
を
移
動
す
る
こ
と
を
い
う
。
近
代
日
本
の
公
娼
制
度
下
の
娼
妓
は
前
借
金
と

年
期
で
人
身
を
拘
束
さ
れ
、
廃
業
の
自
由
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

前
稿
﹇
人
見
　
二
〇
二
一
﹈
で
は
、
娼
妓
自
身
の
望
み
に
よ
る
住
み
替
え
は
、
劣
悪
な
境

遇
で
性
を
売
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
た
娼
妓
が
生
き
抜
く
た
め
の
主
体
的
な
営
為
の
ひ
と

つ
で
あ
っ
た
こ
と
、
し
か
し
、
娼
妓
の
能
動
性
は
周
旋
業
者
や
貸
座
敷
業
者
に
巧
み
に
利
用

さ
れ
、
搾
取
の
実
態
を
隠
蔽
す
る
役
割
さ
え
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
。
本
稿
で
取
り

上
げ
よ
う
と
す
る
小
梅
と
い
う
娼
妓
の
手
紙
か
ら
も
基
本
的
に
同
様
の
実
態
が
み
て
と
れ

る
。
た
だ
、
娼
妓
自
身
の
営
為
の
意
味
を
、
周
旋
業
者
や
貸
座
敷
業
者
に
よ
る
近
代
公
娼
制

度
下
の
性
買
売
管
理
の
実
態
と
合
わ
せ
て
明
ら
か
に
し
た
研
究
は
い
ま
だ
多
く
な
い1

。
そ
の

た
め
本
稿
で
は
、
適
宜
前
稿
﹇
人
見
　
二
〇
二
一
﹈
の
事
例
と
も
比
較
し
な
が
ら
、
以
下
を

具
体
的
な
検
討
課
題
と
し
て
娼
妓
の
手
紙
を
分
析
し
た
い
。

ま
ず
第
一
章
で
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
小
梅
の
手
紙
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
そ
の
う
え
で

第
二
章
で
は
、 

娼
妓
と
周
旋
業
者
や
「
家
」
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。
行
論
の
過
程
で
明
ら

か
に
す
る
よ
う
に
小
梅
に
は
身
寄
り
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
場
合
、
擬
制

的
な
家
族
関
係
（
養
親
）
や
周
旋
業
者
・
貸
座
敷
業
者
な
ど
が
娼
妓
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

存
在
と
し
て
立
ち
現
れ
る
の
か
に
注
目
し
た
い
。
第
三
章
で
は
、 

小
梅
が
住
み
替
え
を
望
む

背
景
と
と
も
に
、
住
み
替
え
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
要
望
（
住
み
替
え
先
、
前
借
金
、
年
期
な

ど
）
を
検
討
し
、
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
し
て
苦
闘
す
る
娼
妓
の
主
体
的
な
営
為
の
内
実
を

考
察
す
る
。
稼
業
を
続
け
る
う
ち
に
小
梅
は
梅
毒
に
罹
患
す
る
。
第
四
章
で
は
、 

小
梅
が
梅

毒
の
経
験
を
ど
の
よ
う
に
意
味
づ
け
て
い
た
の
か
を
考
察
し
、
娼
妓
に
と
っ
て
の
廃
娼
運
動

の
意
義
に
つ
い
て
も
若
干
の
見
通
し
を
示
し
た
い
。

第
一
章
　 

小
梅
の
手
紙
の
概
要

小
原
文
書
に
残
さ
れ
た
小
梅
の
署
名
の
あ
る
手
紙
は
合
わ
せ
て
一
三
通
確
認
で
き
る
。
そ

の
う
ち
九
通
は
輪
島
遊
廓
（
石
川
県
鳳
至
郡
輪
島
町
、
現
輪
島
市
）
で
、
三
通
は
鯖
江
遊
廓

（
福
井
県
今
立
郡
鯖
江
町
、
現
鯖
江
市
）
で
書
か
れ
た
こ
と
が
手
紙
の
内
容
か
ら
明
ら
か
で

あ
る
。
理
由
は
後
述
す
る
が
、
小
梅
は
芸
妓
で
は
な
く
娼
妓
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま

た
、
手
紙
の
内
容
か
ら
小
梅
は
、
輪
島
遊
廓
以
前
に
敦
賀
遊
廓
（
福
井
県
敦
賀
郡
敦
賀
町
、

現
敦
賀
市
）
の
安
八
百
楼
に
抱
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
小
梅
は
、
少
な

く
と
も
敦
賀
遊
廓
、
輪
島
遊
廓
、
鯖
江
遊
廓
と
住
み
替
え
て
い
た
。

小
梅
の
姓
は
手
紙
に
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
名
か
妓
名
か
も
不
明
で
あ
る
。
小
原
文
書
に

娼
妓
か
ら
み
た
近
代
日
本
の
公
娼
制
度
―
―
周
旋
業
者
・
借
金
・
梅
毒

人
　
見
　
佐
知
子




